
○
ク
ラ
ブ
数

２
２
，
０
８
４
か
所

（
参
考
：全
国
の
小
学
校
2
0
,3
5
7
校
）

○
登
録
児
童
数

９
３
６
，
４
５
２
人

○
利
用
で
き
な
か
っ
た
児
童
数
（待
機
児
童
数
）
９
，
９
４
５
人
〔利
用
で
き
な
か
っ
た
児
童
が
い
る
ク
ラ
ブ
数
1
,7
5
3
か
所
〕

【
事
業
の
内
容
、
目
的
】

【
現
状
】
（
ク
ラ
ブ
数
及
び
児
童
数
は
平
成
２
６
年
５
月
現
在
）

【
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
内
容
】

○
運
営
費
等

原
則
、
平
日
（2
0
0
日
：３
時
間
以
上
開
所
）
と
土
日
、
長
期
休
暇
等
（
5
0
日
以
上
：８
時
間
以
上
開
所
）を

合
わ
せ
た
年
間
2
5
0
日
以
上
開
設
す
る
ク
ラ
ブ
に
補
助
。

・
支
援
の
単
位
の
児
童
数
が
4
0
人
の
場
合
（
基
準
額
：
3
7
0
.6
万
円
〔総
事
業
費
7
4
1
.2
万
円
〕）

・
学
校
の
余
裕
教
室
等
を
改
修
す
る
場
合
（基
準
額
：7
0
0
万
円
）・
備
品
購
入
の
み
の
場
合
（基
準
額
：
1
0
0
万
円
）

○
整
備
費

・
新
た
に
ク
ラ
ブ
を
整
備
す
る
場
合
（基
準
額
：
2
,4
4
2
.7
万
円
）
の
ほ
か
、
改
築
、
拡
張
及
び
大
規
模
修
繕
に
よ
る
整
備

を
支
援
。

※
市
町
村
が
設
置
す
る
場
合
、
国
・都
道
府
県
・市
町
村
が
3
分
の
1
ず
つ
負
担

（
平
成
2
7
年
度
か
ら
、
大
都
市
特
例
の
適
用
は
な
し
）
。

○
平
成
２
７
年
度
予
算
案

５
７
５
．
０
億
円

※
年
金
特
別
会
計
子
ど
も
・子
育
て
支
援
勘
定
に
計
上

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
概
要

運
営
費
の
負
担
の
考
え
方

1 /
 2

1 /
 3

1 /
 3

1 /
 3

国 1 /
 6

都
道
府
県

1 /
 6

市
町
村

1 /
 6

保
護
者

1 /
 2

1 /
 2（
基
準
額
）

※
国
(1
/
6
)は
事
業
主
拠
出
金
財
源

共
働
き
家
庭
な
ど
留
守
家
庭
の
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
に
対
し
て
、
学
校
の
余
裕
教
室
や
児
童
館
、
公
民
館
な
ど
で
、
放
課
後
等
に
適

切
な
遊
び
、
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の
健
全
育
成
を
図
る

（平
成

9年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
法
定
化
〈児
童
福
祉
法
第

6条
の

3第
2項
〉）

※
平
成

24
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
対
象
年
齢
を
「
お
お
む
ね

10
歳
未
満
」か
ら
「小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
」児
童
と
し
た
（平
成

27
年
４
月
施
行
）

【
今
後
の
展
開
】

○
「放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」（
平
成
２
６
年
７
月
３
１
日
文
部
科
学
省
と
共
同
で
策
定
）

⇒
国
全
体
の
目
標
と
し
て
、
平
成
３
１
年
度
末
ま
で
に
、

・放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
約
３
０
万
人
分
の
受
け
皿
を
新
た
に
整
備

・全
小
学
校
区
（約
２
万
か
所
）で
一
体
的
に
又
は
連
携
し
て
実
施
し
、
う
ち
１
万
か
所
以
上
を
一
体
型
で
実
施

※
平
成
2
7
年
度
か
ら
、
大
都
市
特
例
の
適
用
は
な
し
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平
成
２
６
年
で
は
、
ク
ラ
ブ
数
は
２
万
２
，
０
８
４
か
所
、
登
録
児
童
数
は
９
３
万
６
，
４
５
２
人
と
過
去
最
高
を
更
新
し
、
平
成
１
０

年
と
比
較
す
る
と
、
ク
ラ
ブ
数
は
約
２
．
３
倍
、
児
童
数
は
約
２
．
７
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
な
か
っ
た

児
童
数
（待
機
児
童
数
）は
、
９
，
９
４
５
人
（最
大
の
１
９
年
に
比
べ
て
約
７
割
）
と
な
っ
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
数
及
び
登
録
児
童
数
等
の
推
移

177



17
:0

0ま
で

1,
44

5か
所

(9
%

)

17
:0

1～
18

:0
0

9,
02

8か
所

(5
4%

)

18
:0

1～
19

:0
0

5,
74

2か
所

(3
4%

)

19
:0

1以
降

47
0か
所
（

3%
）

9人
以
下

58
6か
所
（

3%
） 10
～

19
人

1,
99

2か
所

(1
2%

)

20
～

35
人

4,
35

9か
所

(2
6%

)

36
～

70
人

7,
30

0か
所

(4
4%

)

71
人
以
上

2,
44

8か
所

(1
5%

)

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状

○
規
模
別
実
施
状
況

登
録
児
童
数
の
人
数
規
模
別
で
み
る
と
、
４
５
人
ま
で
の

ク
ラ
ブ
が
全
体
の
約
６
２
％
を
占
め
る
。

○
終
了
時
刻
の
状
況
（
平
日
）

１
８
時
を
超
え
て
開
所
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
が
全
体
の
約
６

５
％
を
占
め
る
。

○
設
置
場
所
の
状
況

設
置
場
所
で
は
、
学
校
の
余
裕
教
室
が
約
２
８
％
、
学
校

敷
地
内
の
専
用
施
設
が
約
２
５
％
と
小
学
校
内
で
の
合

計
が
約
５
３
％
、
児
童
館
が
約
１
２
％
で
あ
り
、
こ
れ
ら
で

全
体
の
約
６
５
％
を
占
め
る
。

○
登
録
児
童
の
学
年
別
の
状
況

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
で
全
体
の
約
８
７
％

を
占
め
る
。

※
平
成
２
６
年
５
月
１
日
現
在
（
育
成
環
境
課
調
）

（
参
考
）
１
９
年

（
参
考
）
１
９
年

学
校

余
裕
教
室

4,
75

9か
所

(2
9%

)

学
校

敷
地
内

3,
04

7か
所

(1
8%

)

児
童
館

2,
59

5か
所

(1
6%

)

公
的
施
設
等

2,
59

2か
所

(1
5%

)そ
の
他

3,
69

2か
所

(2
2%

)

（
参
考
）
１
９
年

１
年
生

27
万
人

(3
6%

)

２
年
生

24
万
人

(3
1%

)

３
年
生

17
万
人

(2
3%

)

４
年
生

以
上
他

7万
人

(1
0%

)

（
参
考
）
１
９
年

※
19
年
調
査
で
は
、

36
人
～

70
人
の

内
訳
は
把
握
し
て
い
な
い

9人
以
下

59
4か
所
（

2.
7%
） 10
～

19
人

2,
06

1か
所

(9
.3

%
)

20
～

35
人

5,
87

3か
所

(2
6.

6%
)

36
～

45
人

5,
13

6か
所

(2
3.

3%
)

46
～

55
人

3,
49

6か
所

(1
5.

8%
)

56
～

70
人

3,
24

3か
所

(1
4.

7%
)

71
人
以
上

1,
68

1か
所

(7
.6

%
)

17
:0

0ま
で

31
0か
所

(1
.4

%
)

17
:0

1～
18

:0
0

7,
31

5か
所

(3
3.

1%
)

18
:0

1～
18

:3
0

5,
49

6か
所

(2
4.

9%
)

18
:3

1～
19

:0
0

7,
55

5か
所

（
34

.2
%
）

19
:0

1以
降

1,
40

6か
所

(6
.4

%
)

学
校

余
裕
教
室

6,
20

6か
所

(2
8.

1%
)

学
校

敷
地
内

5,
44

7か
所

(2
4.

7%
)

児
童
館

2,
74

9か
所

(1
2.

4%
)

公
的
施
設

等

3,
23

5か
所

(1
4.

6%
)そ
の
他

4,
44

7か
所

(2
0.

1%
)

１
年
生

32
.8
万
人

(3
5.

1%
)

２
年
生

28
.3
万
人

(3
0.

2%
)

３
年
生

20
.8
万
人

(2
2.

2%
)

４
年
生

6.
8万
人

(7
.2

%
)

５
年
生

3.
1万
人

(3
.3

%
)

６
年
生

1.
7万
人

(1
.8

%
)

そ
の
他

0.
2万
人

(0
.2

%
)
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
基
準
に
つ
い
て

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
質
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
に
よ
る
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
省
令
で
定
め
る
基
準
を
踏
ま
え
、
市
町
村
が
条
例
で
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た

○
こ
の
た
め
、
「
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
基
準
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
平
成
2
6
年

４
月
に
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
（
平
成
2
6
年
厚
生
労
働
省
令
第
6
3
号
）
を
策
定
・
公
布
し
た

＜
主
な
基
準
＞

○
専
用
区
画
（
遊
び
・
生
活
の
場
と
し
て
の
機
能
、
静
養
す
る
た
め

の
機
能
を
備
え
た
部
屋
又
は
ス
ペ
ー
ス
）
等
を
設
置

○
専
用
区
画
の
面
積
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
お
お
む
ね
1
.6
5
㎡
以
上

○
放
課
後
児
童
支
援
員
（
※
１
）
を
、
支
援
の
単
位
ご
と
に
２
人
以
上

配
置
（
う
ち
１
人
を
除
き
、
補
助
員
の
代
替
可
）

※
１

保
育
士

、
社

会
福

祉
士
等
（

「
児

童
の

遊
び
を

指
導
す

る
者

」
の

資
格
を

基
本

）
で
あ
っ
て

、
都

道
府

県
知
事
が

行
う
研

修
を

修
了

し
た
者

（
※

２
）

※
２

平
成

32
年
３

月
31
日

ま
で
の

間
は

、
都
道
府

県
知

事
が

行
う

研
修

を
修
了

し
た

者
に
、
修

了
す

る
こ
と

を
予

定
し

て
い
る

者
を

含
む

○
土
、
日
、
長
期
休
業
期
間
等
（
小
学
校
の
授
業
の
休
業
日
）

→
原
則
１
日
に
つ
き
８
時
間
以
上

○
平
日
（
小
学
校
授
業
の
休
業
日
以
外
の
日
）

→
原
則
１
日
に
つ
き
３
時
間
以
上

※
そ

の
地

方
に

お
け

る
保

護
者

の
労

働
時

間
、

授
業
の

終
了
時

刻
等

を
考

慮
し

て
事
業
を

行
う
者

が
定

め
る

○
原
則
１
年
に
つ
き
2
5
0
日
以
上

※
そ
の

地
方

に
お
け

る
保

護
者

の
就

労
日

数
、
授
業

の
休

業
日

等
を

考
慮
し

て
、

事
業

を
行
う

者
が
定

め
る

○
一
の
支
援
の
単
位
を
構
成
す
る
児
童
の
数
（
集
団
の
規
模
）
は
、

お
お
む
ね
4
0
人
以
下

○
支
援
は
、
留
守
家
庭
児
童
に
つ
き
、
家
庭
、
地
域
等
と
の
連
携
の

下
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
主
体
的
な
遊
び
や
生
活
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
児
童
の
自
主
性
、
社
会
性
及
び
創
造
性
の
向
上
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
の
確
立
等
を
図
り
、
も
っ
て
当
該
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

○
非
常
災
害
対
策
、
児
童
を
平
等
に
取
り
扱
う
原
則
、
虐
待
等
の
禁
止
、
衛
生
管
理
等
、
運
営
規
程
、
帳
簿
の
整
備
、
秘
密
保
持
等
、
苦
情
へ
の

対
応
、
保
護
者
と
の
連
絡
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
事
故
発
生
時
の
対
応

な
ど

そ
の
他
（
参
酌
す
べ
き
基
準
）

※
職
員
の
み
従
う
べ
き
基
準
（
他
の
事
項
は
参
酌
す
べ
き
基
準
）

支
援
の
目
的
（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
５
条
）

職
員
（
従
う
べ
き
基
準
）
（
第
１
０
条
）

開
所
日
数
（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
１
８
条
）

開
所
時
間
（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
１
８
条
）

児
童
の
集
団
の
規
模
（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
１
０
条
）

設
備
（
参
酌
す
べ
き
基
準
）
（
第
９
条
）
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放
課
後
児
童
支
援
員
に
係
る
都
道
府
県
認
定
資
格
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
の
概
要

○
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
「放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」（
平
成
２
６
年
厚
生
労
働
省
令
第
６
３
号
。
以
下
「基
準
」と
い
う
。
）に

基
づ
き
、
基
準
第
１
０
条
第
３
項
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
必
要
な
基
本
的
生
活
習
慣
の
習
得
の
援
助
、
自
立
に

向
け
た
支
援
、
家
庭
と
連
携
し
た
生
活
支
援
等
に
必
要
な
知
識
・技
能
を
習
得
し
、
有
資
格
者
と
な
る
た
め
の
都
道
府
県
知
事
が
行
う
研
修
（以
下
「認
定
資
格

研
修
」
と
い
う
。
）
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
。

○
認
定
資
格
研
修
は
、
一
定
の
知
識
・
技
能
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
基
準
第
１
０
条
第
３
項
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）に
従
事
す
る
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・技
能
を
補
完
す
る
た
め
、
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
最
低
限
の
知
識
・

技
能
の
習
得
と
そ
れ
を
実
践
す
る
際
の
基
本
的
な
考
え
方
や
心
得
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
。

基
本
的
考
え
方

研
修
内
容
等

事
項

主
な

内
容

実
施
主
体

都
道
府
県
（
都
道
府
県
が
認
定
資
格
研
修
を
実
施
す
る
上
で
適
当
と
認
め
る
市
区
町
村
、
民
間
団
体
等
に
一
部
委
託
可
）

実
施
内
容

定
員

１
回
の
研
修
の
定
員
は
、
お
お
む
ね
１
０
０
名
程
度
ま
で
を
想
定
（
認
定
資
格
研
修
の
効
果
に
支
障
が
生
じ
な
い
限
り
、
都
道
府
県
の
実
情
に
応
じ
て
お
お

む
ね
１
０
０
名
程
度
を
上
回
る
定
員
の
設
定
も
可
）

研
修
項
目
・
科
目

及
び
時
間
数
等

研
修
項
目
・
科
目
、
研
修
時
間
数
等
は
、
別
紙
の
と
お
り
（講
義
及
び
演
習
を
合
わ
せ
て
２
４
時
間
）
（
都
道
府
県
の
実
情
に
応
じ
て
研
修
科
目
等
を
追
加

し
て
の
実
施
も
可
）
。
授
業
形
態
は
、
適
宜
演
習
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
し
て
学
び
を
深
め
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
。

特
に
、
講
師
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
認
定
資
格
研
修
を
適
切
に
実
施
、
指
導
で
き
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

研
修
期
間
等

１
回
の
研
修
の
期
間
は
、
原
則
と
し
て
２
～
３
か
月
以
内
で
実
施
（
都
道
府
県
の
実
情
に
応
じ
て
２
期
に
分
け
て
実
施
す
る
な
ど
６
か
月
の
範
囲
内
で
の
実

施
も
可
）

研
修
の
時
間
帯
及
び
曜
日
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
の
実
情
に
応
じ
て
受
講
者
が
受
講
し
や
す
い
よ
う
適
宜
工
夫
が
必
要
。

研
修
教
材

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
適
切
に
実
施
す
る
上
で
適
当
な
も
の
を
使
用

科
目
の
一
部
免
除

既
に
取
得
し
て
い
る
資
格
等
に
応
じ
て
、
以
下
の
と
お
り
、
研
修
科
目
の
一
部
に
つ
い
て
免
除
が
可
能
。

①
基
準
第
１
０
条
第
３
項
第
１
号
に
規
定
す
る
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者

「
２
－
④
子
ど
も
の
発
達
理
解
」
、
「
２
－
⑤
児
童
期
（
６
歳
～
１
２
歳
）
の
生
活
と
発
達
」
、
「
２
－
⑥
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の

理
解
」
、
「２
－
⑦
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
理
解
」
（
計
４
科
目
）
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事
項

主
な

内
容

科
目
の
一
部
免
除

（
続
き
）

②
基
準
第
１
０
条
第
３
項
第
２
号
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者

「
２
－
⑥
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
理
解
」
、
「
２
－
⑦
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
理
解
」
（
計
２
科
目
）

③
基
準
第
１
０
条
第
３
項
第
４
号
に
規
定
す
る
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者

「
２
－
④
子
ど
も
の
発
達
理
解
」
、
「
２
－
⑤
児
童
期
（
６
歳
～
１
２
歳
）
の
生
活
と
発
達
」
（
計
２
科
目
）

既
修
了
科
目
の

取
扱
い

受
講
者
が
認
定
資
格
研
修
受
講
中
に
、
他
の
都
道
府
県
に
転
居
し
た
場
合
や
病
気
等
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
認
定
資
格
研
修
の
一
部
を
欠
席
し

た
場
合
等
に
お
け
る
既
修
了
科
目
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
既
に
履
修
し
た
も
の
と
み
な
し
、
認
定
資
格
研
修
を
実
施
し
た
都
道
府
県
は
、
受
講
者
に
対
し

「
一
部
科
目
修
了
証
（
仮
称
）
」
の
発
行
が
可
能
。

修
了
評
価

研
修
修
了
者
の
質
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
適
正
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
都
道
府
県
は
、
例
え
ば
、
１
日
単
位
で
レ
ポ
ー
ト
又
は
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

提
出
さ
せ
る
な
ど
、
各
受
講
者
が
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
最
低
限
の
知
識
・
技
能
の
習
得
と
そ
れ
を
実
践
す
る
際
の
基

本
的
な
考
え
方
や
心
得
の
認
識
を
確
認
。

受
講
者
が
提
出
す
る
レ
ポ
ー
ト
又
は
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
は
、
科
目
の
履
修
又
は
認
定
資
格
研
修
全
体
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
、
理
解
し
た
こ
と
、
今
後
役
に
立

つ
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
研
修
講
師
の
評
価
な
ど
を
記
載
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
レ
ポ
ー
ト
又
は
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
自
体
に
理
解
度
の
評
価
（判
定
）
を

行
っ
て
、
科
目
履
修
の
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
ま
で
は
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
。

【免
除
の
考
え
方
】

○
基
準
第
１
０
条
第
３
項
に
規
定
す
る
保
育
士
又
は
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
り
、
小
学
校

等
の
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
た
公
的
な
養
成
課
程
に
お
い
て
必
要
な
科
目
を
履
修
し
、
一
定

の
資
質
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
認
定
資
格
研
修
で
受
講
し
た
と
同
等
の
基
礎
的
な
知
識
等
を
既
に
有
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
科
目
に
つ
い
て
の
み
免
除
を
行
う
こ
と
と
し
、
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
必
要
な
専
門
性
に
係
る
知
識
・

技
能
の
習
得
に
関
す
る
科
目
に
つ
い
て
は
免
除
の
対
象
と
し
な
い
。
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事
項

主
な

内
容

実
施
手
続

受
講
の
申
込
み

及
び
受
講
資
格
の

確
認

都
道
府
県
は
、
受
講
希
望
者
が
受
講
の
申
込
み
を
す
る
に
当
た
り
、
市
区
町
村
を
経
由
さ
せ
て
、
受
講
申
込
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
も

可
能
。
そ
の
際
、
基
準
第
１
０
条
第
３
項
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
の
確
認
（
各
種
資
格
証
や
修
了
証
明
書
、
実
務
経
験

証
明
書
の
原
本
若
し
く
は
そ
の
写
し
等
）
を
、
市
町
村
と
連
携
・
協
力
し
て
円
滑
に
実
施
。

な
お
、
基
準
第
１
０
条
第
３
項
第
９
号
に
該
当
す
る
か
の
確
認
は
、
当
該
市
区
町
村
が
認
定
し
た
こ
と
の
証
し
を
添
付
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
実
施
。

受
講
者
本
人
の

確
認

都
道
府
県
は
、
受
講
者
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
、
住
民
票
の
写
し
、
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
公
的
機
関

発
行
の
証
明
書
等
を
提
出
又
は
提
示
さ
せ
、
本
人
確
認
を
実
施
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
確
認
を
行
う
に
際
し
て
は
、
受
講
希
望
者
に
対
し
て
、
募
集
時
等
に
必
要
な
情
報
の
周
知
が
必
要
。

受
講
場
所

原
則
と
し
て
、
現
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
従
事
し
て
い
る
者
は
そ
の
勤
務
地
の
都
道
府
県
で
、
そ
れ
以
外
の
者
は
現
住
所
地
の
都
道
府
県
で
受
講
。

修
了
の
認
定
・

修
了
証
の
交
付

都
道
府
県
は
、
認
定
資
格
研
修
の
全
科
目
を
履
修
し
、
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
の
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
、
修

了
の
認
定
を
行
い
、
全
国
共
通
様
式
に
よ
る
「
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
修
了
証
（
仮
称
）
」［
賞
状
形
式
及
び
携
帯
用
形
式
］を
都
道
府
県
知

事
名
で
交
付
（
委
託
は
不
可
）
。

認
定
等
事
務

認
定
者
名
簿
の

作
成

都
道
府
県
は
、
「
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
修
了
証
（
仮
称
）
」
を
交
付
し
た
者
の
必
要
事
項
【氏
名
、
生
年
月
日
、
現
住
所
又
は
連
絡
先
、
修

了
年
月
日
、
修
了
証
番
号
等
】
を
記
載
し
た
「
○
○
都
道
府
県
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
者
名
簿
（
仮
称
）
」を
作
成
。

認
定
者
名
簿
の

管
理

都
道
府
県
は
、
認
定
者
名
簿
を
管
理
す
る
に
際
し
て
、
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
留
意
し
て
、
安
全
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
永
年
保
存
と
し
、

修
了
証
の
再
交
付
等
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
。

修
了
証
の
再
交
付

等
都
道
府
県
は
、
認
定
を
受
け
た
者
が
、
認
定
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
（
氏
名
、
現
住
所
又
は
連
絡
先
）に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
、
又
は
修
了
証
を
紛
失

（
又
は
汚
損
）
し
た
こ
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
際
に
は
、
速
や
か
に
、
修
了
証
の
再
交
付
等
の
手
続
に
対
応
。

認
定
の
取
消

都
道
府
県
は
、
認
定
を
受
け
た
者
が
、
次
の
事
由
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
当
該
者
の
認
定
者
名
簿
か
ら
の
削
除
が
可
能
。

①
虚
偽
又
は
不
正
の
事
実
に
基
づ
い
て
認
定
を
受
け
た
場
合

②
虐
待
等
の
禁
止
（
基
準
第
１
２
条
）
に
違
反
し
た
場
合

③
秘
密
保
持
義
務
（
基
準
第
１
６
条
第
１
項
）
に
違
反
し
た
場
合

④
そ
の
他
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
の
信
用
失
墜
行
為
を
行
っ
た
場
合
な
ど
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※
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
実
施
主
体
で
あ
る
都
道
府
県
が
認
定
資
格
研
修
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
研
修
内
容
や
実
施
方
法
等
を
網
羅
的
に
規

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
認
定
資
格
研
修
の
一
定
の
質
の
確
保
及
び
国
全
体
と
し
て
の
一
定
の
均
質
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
共
通
の
基
本
的
な
指
針

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
５
条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
技
術
的
な
助
言
と
し
て
、
平
成
２
７
年

度
予
算
成
立
後
、
「
都
道
府
県
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
事
業
実
施
要
綱
（
仮
称
）
」
と
し
て
都
道
府
県
に
お
示
し
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
位
置
づ
け

認
定
の
仕
組
み
（都
道
府
県
の
事
務
の
主
な
流
れ
）

認
定
資
格
研
修
の

実
施

認
定
資
格
研
修
修
了
→
認
定
→
修
了
証
交
付

認
定
者
名
簿
の
作
成
・管
理

（永
年
保
存
）

全 国 共 通 で 通 用 す る

修 了 証 と し て 位 置 づ け

※
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
留
意

受
講
資
格
等
の
確
認

市
区
町
村

都
道
府
県

連 携 ・ 協 力

基
準
第
１
０
条

第
３
項
第
９
号

の
認
定
は

市
区
町
村
が

実
施

受
講
申
込
書
の
提
出

修 了 前 に 、 他 の 都

道 府 県 に 転 居 又 は

病 気 等 で 欠 席 し た

場 合
既 修 了 科 目 は 履 修

し た も の と み な し 、

一 部 科 目 修 了 証

を 交 付

未 修 了 科 目 を 他 の

都 道 府 県 等 で 履 修

事
項

主
な

内
容

研
修
会
参
加
費
用

研
修
会
参
加
費
用
の
う
ち
、
資
料
等
に
係
る
実
費
相
当
部
分
、
研
修
会
場
ま
で
の
受
講
者
の
旅
費
及
び
宿
泊
費
に
つ
い
て
は
、
受
講
者
が
負
担
。

費
用

国
は
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
認
定
資
格
研
修
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補
助
。

（
※
）
認
定
資
格
研
修
を
受
講
す
る
際
の
代
替
職
員
の
雇
上
げ
経
費
及
び
研
修
会
場
ま
で
の
旅
費
に
つ
い
て
は
、
運
営
費
に
計
上
。
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実
施
方
法
（
例
）
【
１
６
科
目
×
９
０
分
＝
１
，
４
４
０
分
（
合
計
２
４
時
間
）
の
場
合
】

（パ
タ
ー
ン
①
）１
日
９
０
分
の
講
義
等
を
４
科
目
（４
コ
マ
）［
午
前
・午
後
］で
計
４
日
間
で
実
施

（パ
タ
ー
ン
②
）１
日
９
０
分
の
講
義
等
を
４
科
目
（４
コ
マ
）［
午
前
・午
後
］で
２
日
間
、
２
科
目
（２
コ
マ
）［
午
後
の
み
］で
４
日
間
、
計
６
日
間
で
実
施

（パ
タ
ー
ン
③
）１
日
９
０
分
の
講
義
等
を
３
科
目
（３
コ
マ
）［
午
後
の
み
］で
４
日
間
、
２
科
目
（２
コ
マ
）［
午
後
の
み
］で
２
日
間
、
計
６
日
間
で
実
施

（パ
タ
ー
ン
④
）１
日
９
０
分
の
講
義
・
演
習
を
２
科
目
（２
コ
マ
）［
午
前
の
み
］で
計
８
日
間
で
実
施

１
日
目

２
日
目

３
日
目

４
日
目

1
0
:0
0
～
1
0
:3
0

ガ
イ
ダ
ン
ス

1
0
:3
0
～
1
2
:0
0

講
義
・
演
習
➀

講
義
・演
習
➄

講
義
・演
習
➈

講
義
・
演
習
⑬

昼
食
(1
2
:0
0
～
1
3
:0
0
)

1
3
:0
0
～
1
4
:3
0

講
義
・
演
習
➁

講
義
・演
習
➅

講
義
・演
習
➉

講
義
・
演
習
⑭

休
憩
(1
4
:3
0
～
1
4
:4
0
)

1
4
:4
0
～
1
6
:1
0

講
義
・
演
習
➂

講
義
・演
習
➆

講
義
・
演
習
⑪

講
義
・
演
習
⑮

休
憩
(1
6
:1
0
～
1
6
:2
0
)

1
6
:2
0
～
1
7
:5
0

講
義
・
演
習
➃

講
義
・演
習
➇

講
義
・
演
習
⑫

講
義
・
演
習
⑯

１
日
目

２
日
目

３
日
目

４
日
目

５
日
目

６
日
目

1
0
:0
0
～
1
0
:3
0

ガ
イ
ダ
ン
ス

1
0
:3
0
～
1
2
:0
0

講
義
・
演
習
➀

講
義
・
演
習
➄

昼
食
(1
2
:0
0
～
1
3
:0
0
)

1
3
:0
0
～
1
4
:3
0

講
義
・
演
習
➁

講
義
・
演
習
➅

講
義
・演
習
➈

講
義
・
演
習
⑪

講
義
・
演
習
⑬

講
義
・
演
習
⑮

休
憩
(1
4
:3
0
～
1
4
:4
0
)

1
4
:4
0
～
1
6
:1
0

講
義
・
演
習
➂

講
義
・
演
習
➆

講
義
・演
習
➉

講
義
・
演
習
⑫

講
義
・
演
習
⑭

講
義
・
演
習
⑯

休
憩
(1
6
:1
0
～
1
6
:2
0
)

1
6
:2
0
～
1
7
:5
0

講
義
・
演
習
➃

講
義
・
演
習
➇

１
日
目

２
日
目

３
日
目

４
日
目

５
日
目

６
日
目

1
2
:3
0
～
1
3
:0
0

ガ
イ
ダ
ン
ス

1
3
:0
0
～
1
4
:3
0

講
義
・
演
習
➀

講
義
・
演
習
➃

講
義
・演
習
➆

講
義
・演
習
➉

講
義
・
演
習
⑬

講
義
・
演
習
⑮

休
憩
(1
4
:3
0
～
1
4
:4
0
)

1
4
:4
0
～
1
6
:1
0

講
義
・
演
習
➁

講
義
・
演
習
➄

講
義
・演
習
➇

講
義
・
演
習
⑪

講
義
・
演
習
⑭

講
義
・
演
習
⑯

休
憩
(1
6
:1
0
～
1
6
:2
0
)

1
6
:2
0
～
1
7
:5
0

講
義
・
演
習
➂

講
義
・
演
習
➅

講
義
・演
習
➈

講
義
・
演
習
⑫

１
日
目

２
日
目

３
日
目

４
日
目

５
日
目

６
日
目

７
日
目

８
日
目

8
:3
0
～
9
:0
0

ガ
イ
ダ
ン
ス

9
:0
0
～
1
0
:3
0
講
義
・演
習
➀
講
義
・
演
習
➂
講
義
・
演
習
➄
講
義
・
演
習
➆
講
義
・演
習
➈
講
義
・
演
習
⑪
講
義
・
演
習
⑬
講
義
・
演
習
⑮

休
憩
(1
0
:3
0
～
1
0
:4
0
)

1
0
:4
0
～
1
2
:1
0
講
義
・演
習
➁
講
義
・
演
習
➃
講
義
・
演
習
➅
講
義
・
演
習
➇
講
義
・演
習
➉
講
義
・
演
習
⑫
講
義
・
演
習
⑭
講
義
・
演
習
⑯
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放
課
後
児
童
支
援
員
の
都
道
府
県
認
定
資
格
研
修
に
か
か
る
年
間
研
修
開
催
回
数
等
に
つ
い
て

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
（
平
成
2
6年
厚
生
労
働
省
令
第
63
号
。
以
下
「
基
準
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県

知
事
が
行
う
研
修
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
経
過
措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
放
課
後
児
童
指
導
員
に
、
経
過
措
置
期
間
で
あ
る
５
年
間

で
認
定
資
格
研
修
を
受
講
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
１
回
の
研
修
定
員
を
１
０
０
名
と
し
た
場
合
の
都
道
府
県
別
の
年
間
研
修
開
催
回
数
等
を
推
計
し
た
。

都
道
府
県

名

放
課
後
児

童
指
導
員

数
（
※
）

（
単
位
：
人
）

年
間
研
修

開
催
回
数

（
単
位
：
回
）

年
間
研
修
開
催
日
数
（
単
位
：
日
）
【
参
考
】

年
間
研
修

開
催
回
数

(
指
定
都
市
・

中
核
市
を
除

く
)

（
単
位
：
回
）

１
回
あ
た

り
４
日
間

で
実
施
す

る
場
合

１
回
あ
た

り
６
日
間

で
実
施
す

る
場
合

１
回
あ
た

り
８
日
間

で
実
施
す

る
場
合

※
放
課
後
児
童
指
導
員
数
（
H2
6.
5.
1現
在
）
に
は
「
資
格
な
し
」
の
者
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
基
準
省
令
第
10
条
第
3項
第
3号
の
要
件
で
認
定
資
格
研
修
受
講
の

資
格
を
得
る
と
仮
定
し
て
含
め
て
い
る
。

北
海
道

2
,7
9
9

6
2
4

3
6

4
8

4

青
森
県

8
5
2

2
8

1
2

1
6

2

岩
手
県

1
,2
3
4

3
1
2

1
8

2
4

3

宮
城
県

1
,9
1
0

4
1
6

2
4

3
2

3

秋
田
県

7
7
0

2
8

1
2

1
6

2

山
形
県

1
,0
5
1

3
1
2

1
8

2
4

3

福
島
県

1
,4
2
8

3
1
2

1
8

2
4

3

茨
城
県

3
,2
6
0

7
2
8

4
2

5
6

7

栃
木
県

1
,9
8
4

4
1
6

2
4

3
2

4

群
馬
県

1
,9
1
6

4
1
6

2
4

3
2

3

埼
玉
県

5
,5
5
7

1
2

4
8

7
2

9
6

9

千
葉
県

4
,5
8
9

1
0

4
0

6
0

8
0

7

東
京
都

8
,2
1
5

1
7

6
8

1
0
2

1
3
6

1
7

神
奈
川
県

4
,3
8
4

9
3
6

5
4

7
2

4

新
潟
県

2
,0
6
4

5
2
0

3
0

4
0

3

富
山
県

1
,3
9
0

3
1
2

1
8

2
4

2

石
川
県

1
,0
6
3

3
1
2

1
8

2
4

2

福
井
県

9
5
6

2
8

1
2

1
6

2

山
梨
県

6
1
1

2
8

1
2

1
6

2

長
野
県

1
,4
3
0

3
1
2

1
8

2
4

3

岐
阜
県

1
,4
1
9

3
1
2

1
8

2
4

3

静
岡
県

2
,6
1
8

6
2
4

3
6

4
8

4

愛
知
県

5
,0
8
2

1
1

4
4

6
6

8
8

7

三
重
県

1
,8
1
3

4
1
6

2
4

3
2

4

滋
賀
県

1
,3
8
0

3
1
2

1
8

2
4

3

京
都
府

1
,4
3
4

3
1
2

1
8

2
4

3

大
阪
府

4
,7
5
3

1
0

4
0

6
0

8
0

5

兵
庫
県

3
,7
9
2

8
3
2

4
8

6
4

4

奈
良
県

1
,0
6
8

3
1
2

1
8

2
4

2

和
歌
山
県

7
0
6

2
8

1
2

1
6

2

鳥
取
県

6
6
4

2
8

1
2

1
6

2

島
根
県

1
,1
5
4

3
1
2

1
8

2
4

3

岡
山
県

2
,1
3
9

5
2
0

3
0

4
0

3

広
島
県

1
,5
1
8

4
1
6

2
4

3
2

2

山
口
県

1
,3
6
1

3
1
2

1
8

2
4

3

徳
島
県

6
9
3

2
8

1
2

1
6

2

香
川
県

7
4
7

2
8

1
2

1
6

1

愛
媛
県

1
,2
3
7

3
1
2

1
8

2
4

2

高
知
県

5
7
4

2
8

1
2

1
6

1

福
岡
県

3
,9
4
2

8
3
2

4
8

6
4

5

佐
賀
県

9
0
1

2
8

1
2

1
6

2

長
崎
県

1
,4
3
8

3
1
2

1
8

2
4

2

熊
本
県

1
,5
9
9

4
1
6

2
4

3
2

3

大
分
県

1
,3
0
9

3
1
2

1
8

2
4

2

宮
崎
県

6
8
0

2
8

1
2

1
6

1

鹿
児
島
県

1
,4
8
9

3
1
2

1
8

2
4

2

沖
縄
県

1
,3
2
0

3
1
2

1
8

2
4

3

合
計

9
4
,2
9
3

2
1
1

8
4
4

1
,2
6
6

1
,6
8
8

1
6
1

都
道
府
県

名

放
課
後
児

童
指
導
員

数
（
※
）

（
単
位
：
人
）

年
間
研
修

開
催
回
数

（
単
位
：
回
）

年
間
研
修
開
催
日
数
（
単
位
：
日
）
【
参
考
】

年
間
研
修

開
催
回
数

(
指
定
都
市
・

中
核
市
を
除

く
)

（
単
位
：
回
）

１
回
あ
た

り
４
日
間

で
実
施
す

る
場
合

１
回
あ
た

り
６
日
間

で
実
施
す

る
場
合

１
回
あ
た

り
８
日
間

で
実
施
す

る
場
合
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○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（抄
）

（職
員
）

第
十
条
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
ご
と
に
、
放
課
後
児
童
支
援
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
放
課
後
児
童
支
援
員
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者

二
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者

三
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）の
規
定
に
よ
る
高
等
学
校
（旧
中
等
学
校
令
（昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）に
よ
る
中
等
学
校

を
含
む
。
）
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
同
法
第
九
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
若
し
く
は
通
常
の
課
程
に

よ
る
十
二
年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
（
通
常
の
課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り
こ
れ
に
相
当
す
る
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
文
部
科
学
大

臣
が
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
と
認
定
し
た
者
（第
九
号
に
お
い
て
「高
等
学
校
卒
業
者
等
」と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
二
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に

従
事
し
た
も
の

四
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
り
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者

五
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
旧
大
学
令
（大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）に
よ
る
大
学
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、
教

育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
若
し
く
は
体
育
学
を
専
修
す
る
学
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

六
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
若
し
く
は
体
育
学
を
専
修
す
る
学
科
又
は
こ
れ
ら
に

相
当
す
る
課
程
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
で
単
位
を
修
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
へ
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
者

七
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
院
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
若
し
く
は
体
育
学
を
専
攻
す
る
研
究
科
又
は
こ
れ

ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

八
外
国
の
大
学
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
若
し
く
は
体
育
学
を
専
修
す
る
学
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修

め
て
卒
業
し
た
者

九
高
等
学
校
卒
業
者
等
で
あ
り
、
か
つ
、
二
年
以
上
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る
事
業
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ
て
、
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め

た
も
の

【参
考
２
】
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放
課
後
児
童
支
援
員
に
係
る
都
道
府
県
認
定
資
格
研
修
の
項
目
・
科
目
及
び
時
間
数

１
．
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）の
理
解
【４
．
５
時
間
（9
0
分
×
3
）】

①
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
目
的
及
び
制
度
内
容

②
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
一
般
原
則
と
権
利
擁
護

③
子
ど
も
家
庭
福
祉
施
策
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

２
．
子
ど
も
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
【
６
．
０
時
間
（9
0
分
×
4
）】

④
子
ど
も
の
発
達
理
解

⑤
児
童
期
（６
歳
～
１
２
歳
）の
生
活
と
発
達

⑥
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
理
解

⑦
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
理
解

３
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
子
ど
も
の
育
成
支
援
【４
．
５
時
間
（9
0
分
×
3
）】

⑧
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
子
ど
も
の
育
成
支
援

⑨
子
ど
も
の
遊
び
の
理
解
と
支
援

⑩
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
育
成
支
援

４
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
保
護
者
・学
校
・地
域
と
の
連
携
・協
力
【３
時
間
（9
0
分
×
2
）
】

⑪
保
護
者
と
の
連
携
・協
力
と
相
談
支
援

⑫
学
校
・地
域
と
の
連
携

５
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
安
全
・安
心
へ
の
対
応
【３
時
間
（9
0
分
×
2
）】

⑬
子
ど
も
の
生
活
面
に
お
け
る
対
応

⑭
安
全
対
策
・緊
急
時
対
応

６
．
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
・機
能
【３
時
間
（9
0
分
×
2
）】

⑮
放
課
後
児
童
支
援
員
の
仕
事
内
容

⑯
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
管
理
と
職
場
倫
理

合
計
２
４
時
間
（１
６
科
目
）別
紙
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放
課
後
児
童
支
援
員
に
係
る
都
道
府
県
認
定
資
格
研
修
認
定
者
名
簿
管
理
シ
ス
テ
ム
（
案
）

国
（
厚
生
労
働
省
）

都
道
府
県
Ａ

認
定
資
格
研
修

認
定
者
情
報
Ａ

都
道
府
県
Ｂ

都
道
府
県
Ｃ

認
定
資
格
研
修

認
定
者
情
報

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

…
…

認
定
者
情
報
の
送
信
（
cs

vデ
ー
タ
）

※
個
人
情
報
を
含
む
た
め
、
送
信
時
の
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
等
に
つ
い
て
、
注
意
が
必
要

一
部
科
目
修
了
者
等
の
情
報
の
や
り
と
り
（
cs

vデ
ー
タ
）

修
了
証
等

A
シ
ス
テ
ム
上
で
認
定

者
名
簿
の
作
成
・
管

理
、
修
了
証
等
（
※
）

の
印
刷
も
可

認
定
資
格
研
修

認
定
者
情
報
Ｂ

修
了
証
等
Ｂ

認
定
資
格
研
修

認
定
者
情
報
Ｃ

修
了
証
等
Ｃ

シ
ス
テ
ム
上
で
認
定

者
名
簿
の
作
成
・
管

理
、
修
了
証
等
（
※
）

の
印
刷
も
可

シ
ス
テ
ム
上
で
認
定

者
名
簿
の
作
成
・
管

理
、
修
了
証
等
（
※
）

の
印
刷
も
可

※
・
様
式
第
１
号
（
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
一
部
科
目
修
了
証
）

・
様
式
第
２
号
－
①
（
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
修
了
証
）

・
様
式
第
２
号
－
②
（
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
修
了
証

（
携
帯
用
）
）
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都
道
府
県
認
定
資
格
研
修
認
定
者
名
簿
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

N
o
都
道
府
県

氏
名

生
年
月
日

現
住
所

連
絡
先

修
了

年
月
日

修
了
証

番
号

郵
便

番
号

住
所

電
話

番
号

郵
便

番
号

住
所

電
話

番
号

1
○
○
県

○
○
○
○
X
X
.X
X
.X
X
X
X
X
-

X
X
X
X
○
○
県
○
○

市
・
・
・
・

X
X
X
-

X
X
X
-

X
X
X
X

X
X
X
-

X
X
X
X
○
○
県
○
○

市
・
・
・
・

X
X
X
-

X
X
X
-

X
X
X
X

X
X
.X
X
.X
X
X
X
X
X
X
X

2
○
○
県

○
○
○
○
X
X
.X
X
.X
X
X
X
X
-

X
X
X
X
○
○
県
○
○

市
・
・
・
・

X
X
X
-

X
X
X
-

X
X
X
X

X
X
.X
X
.X
X
X
X
X
X
X
X

3
○
○
県

○
○
○
○
X
X
.X
X
.X
X

X
X
X
-

X
X
X
X
○
○
県
○
○

市
・
・
・
・

X
X
X
-

X
X
X
-

X
X
X
X

X
X
.X
X
.X
X
X
X
X
X
X
X

4
○
○
県

○
○
○
○
X
X
.X
X
.X
X
X
X
X
-

X
X
X
X
○
○
県
○
○

市
・
・
・
・

X
X
X
-

X
X
X
-

X
X
X
X

X
X
.X
X
.X
X
X
X
X
X
X
X

4
-
2
〇
〇
県

△
△
〇
〇
X
.X
X
.X
X
X
X
X
-

X
X
X
X
○
○
県
△
△

市
・
・
・
・

X
X
X
-

X
X
X
-

X
X
X
X

X
X
.X
X
.X
X
X
X
X
X
X
X

・ ・ ・

名
簿
に
記
載
さ
れ
た
内

容
（
氏
名
、
現
住
所
、
ま

た
は
連
絡
先
）
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合

⇒
Ｐ
３
変
更
事
由
に

「
１
」
を
入
力
す
る
と
「
４

－
２
」
の
行
が
生
成
さ

れ
る
。
（
同
時
に
４
は
網

掛
け
に
な
る
）
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都
道
府
県
認
定
資
格
研
修
認
定
者
名
簿
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

一
部
科
目
終
了
状
況
※
終
了
年
月
日
入
力

変
更
事
由

取
消
事
由

備
考

C
S
V

出
力

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮
⑯

有
無

年
月
日

有
無

年
月
日

内
容

①
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
目
的
及
び
制
度
内
容

②
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
一
般
原
則
と
権
利
擁
護

③
子
ど
も
家
庭
福
祉
施
策
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

④
子
ど
も
の
発
達
理
解

⑤
児
童
期
（
６
歳
～

12
歳
）
の
生
活
と
発
達

⑥
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
理
解

⑦
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
理
解

⑧
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
子
ど
も
の
育
成
支
援

⑨
子
ど
も
の
遊
び
の
理
解
と
支
援

⑩
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
育
成
支
援

⑪
保
護
者
と
の
連
携
・
協
力
と
相
談
支
援

⑫
学
校
・
地
域
と
の
連
携

⑬
子
ど
も
の
生
活
面
に
お
け
る
対
応

⑭
安
全
対
策
・
緊
急
時
対
応

⑮
放
課
後
児
童
支
援
員
の
仕
事
内
容

⑯
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
管
理
と
職
場
倫
理

※
科
目
名

「
変
更
事
由
」
「
取
消
事

由
」
が
あ
れ
ば
、
有
無

欄
に
「
１
」
を
記
入

※
取
消
欄
に
「
１
」
が
入

れ
ば
網
掛
け
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放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
行
う
事
業
者
の
届
け
出
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
の
改
正
（
平
成

24
年
８
月
）
に
よ
り
、
平
成

27
年
４
月
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
も
の
が
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
を
行
う
場
合
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
市
町
村
長
に
届
け
出

る
こ
と
と
な
っ
た
。

「児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
る
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【事
業
開
始
の
届
け
出
】

１
事
業
の
種
類
及
び
内
容
、
２
経
営
者
の
氏
名
及
び
住
所
（法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

３
定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款
、
４
運
営
規
程
、

５
職
員
の
定
数
及
び
職
務
の
内
容
、
６
主
な
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

７
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
名
称
、
種
類
及
び
所
在
地
、
８
建
物
そ
の
他
設
備
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
図
面
、
９
事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

※
上
記
の
届
け
出
を
行
う
事
業
者
は
、
収
支
予
算
書
及
び
事
業
計
画
書
に
つ
い
て
も
提
出
（イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
場
合
を
除
く）
。

✔
上
記
事
項
の
内
容
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
一
ヶ
月
以
内
に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
。

※
な
お
、
４
月
１
日
現
在
、
現
に
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
６
月

30
日
ま
で
に
届
け
出
る
。

【事
業
の
廃
止
・休
止
の
届
け
出
】

１
廃
止
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日
、
２
廃
止
又
は
休
止
の
理
由
、
３
現
に
便
宜
を
受
け
て
い
る
児
童
に
対
す
る
措
置

４
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
休
止
の
予
定
期
間

届
け
出
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ
れ
次
第
、
届
出
様
式
を
お
示
し
す
る
予
定
。

概
要

届
け
出
の
内
容
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